
会 議 録 

会議名 第２５回松本市地域公共交通協議会 

日 時 令和３年８月２４日（火） １４時から１５時３０分まで 

場 所 松本市勤労者福祉センター ２－１会議室 

次 第 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 会議事項 

 ⑴ 協議事項 

   松本地域公共交通計画の策定について 

 ⑵ 報告事項 

   「まつもと公設民営バス」事業の取組状況について 

４ そ の 他 

  令和３年８月大雨による、アルピコ交通上高地線の被害状況及び今後の見通しに 

ついて 

５ 閉  会 

資 料 
１ 次第 

２ 会議資料 

  



出席者 

(敬称略) 

【会 長】 髙 瀬  達 夫 （信州大学工学部） 

【副会長】 内 山  博 行 （松本市町会連合会） 

【委 員】 中 嶋  政 幸 （国土交通省関東地方整備局長野国道事務所） 

（代理：児玉） 

 玉 巻  史 成 （国土交通省北陸信越運輸局）＜リモート＞ 
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（同席：前田）＜リモート＞ 

 小 林  伸 行 （長野県企画振興部交通政策課） 

 兵 藤  裕 一 （松本地域振興局企画振興課） 

（代理：島田）＜リモート＞ 

 青 柳  孝 博 （松本建設事務所維持管理課） 

 蓑 部  孝 志 （松本警察署交通第二課） 

 赤 廣  三 郎 （松本商工会議所） 

 二 條  宏 昭 （アルピコ交通株式会社） 

（同席：隠居） 

 大 内  清 彦 （アルピコ労働組合松本電気鉄道支部） 

 荻 原  健 司 （松本地区ハイタク労働組合会議） 

 草 深  邦 子 （松本市民生委員・児童委員協議会） 

 巻 山  圭 一 （中信地区高等学校長会） 

 百 瀬  輝 正 （西部地域利用者代表） 

 土 田  淳 一 （山形村利用者代表） 

 山 口  昭 次 （四賀地域利用者代表） 

 藤 沢  洋 史 （山形村）＜リモート＞ 

 上 條  晴 彦 （朝日村）＜リモート＞ 

 田 原  茂 （松本市） 

 （欠席者４名）  

【事務局】 松本市 交通部 公共交通課 

  



議 事 

１ 協議事項 

  松本地域公共交通計画の策定について 

  ○ 事務局：資料に基づき説明 

  ○ 委 員：パブリックコメント内、公共交通の利用が少ない高校生、大学生へ

のマナー教室を実施してはとあるが、対応方針は中学生へ向けたモ

ビリティマネジメントの充実となっている。マナーの改善なのか利

用促進なのか。 

  ○ 事務局：高校生や大学生など、若者の車内のマナーが悪いという意見があっ

たため、早い段階から公共交通の最低限のルールを身に着けられる

ような取組みを行政として行うことを想定している。計画において

は、中学生へ向けたモビリティマネジメントの充実という項目があ

るため、そこに含めて行っていきたい。 

〇 委 員：市外から来る高校生や大学生へ向けた取組みを行う予定はあるか。 

〇 事務局：今後検討していく。 

 

２ 報告事項 

  「まつもと公設民営バス」事業の取組状況について 

  ○ 事務局：資料に基づき説明 

  ○ 委 員：事業計画は結果を協議会に報告するのか。それとも協議会に諮るこ

とがあるのか。 

  ○ 事務局：コンサルティング会社からの中間報告後、庁内検討を行い、素案等

固まり次第、協議会において報告し意見をいただきたい。 

  〇 委 員：協議するのであれば意見が反映できる時期に報告をしてもらいた

い。 

  〇 事務局：了 

 

３ その他 

令和３年８月大雨による、アルピコ交通上高地線の被害状況及び今後の見通しに 

ついて 

○ 事務局：資料に基づき説明 

  ○ アルピコ：資料に基づき説明  

  ○ 委 員：渚駅までの代行バスについて、乗客を乗り降りさせる場合、①乗降

場所、②利用者人数、③乗降にかかる時間、④バスのサイズについ

て知りたい。 

  ○ アルピコ：幅員等の課題はあるが、渚駅前での運行は可能 

車両については中型車両を使用。待機場所や転回場所については、

国道１９号の拡幅用地を使用できないか市と調整中 

その他安全面等において、各方面と事前に相談を行いながら進めて

いく。 

  〇 委 員：安全面に関しては、一つの移動に対してそれぞれ担当が分かれてい

るため、包括的に担保するには松本市の力が必要。調整を行ってほ

しい。 



  〇 委 員：大雨の影響で現在渋滞が発生しているが、信号の調整等による効果

はどの程度が限界なのか。 

  〇 委 員：実際に代行バスが運行している道路において渋滞が発生している

が、脇道においても路線バスが運行しているため調整が難しい。ま

た、堤防道路の通行不可等による余波として、近隣の道路の渋滞に

つながっている。信号による渋滞緩和には限界があり、現在は飽和

状態。抜本的な解決とはいかない。 

  〇 委 員：上田電鉄別所線で過去に似た事例があったが、参考になることはあ

るか。 

  〇 アルピコ：上田電鉄㈱の方に現場を確認してもらい、アドバイスをもらってい

る。 

  〇 委 員：アルピコ交通上高地線の輸送人員はどの程度あり、その内学生の割

合はどの程度か。 

  〇 アルピコ：新村発松本方面のバスに関しては最大２００名程度。その内学生は

６～７割。 

 

以上  

 

  


